
※基準価額は信託報酬控除後の値です。

ファンド設定日：2017年3月3日

※基準価額は、信託報酬控除後の値です。
※税引前分配金再投資基準価額は、税引前分配金を再投資したものとして算出しています。

※期間収益率は税引前分配金を再投資したものとして算出した税引前分配金再投資基準価額により計算しています。

※収益分配金は1万口当たりの金額です。

※後述の「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。

追加型投信／海外／株式

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

2019年3月29日基準（愛称：ＵＳ リバイブ）

運用実績

基準価額 9,017円 前月末比 ▲434円

金額 比率

外国株式 276

297百万円

12 4.2％

マザーファンド

純資産総額

96.9％

米国中小型割安株・
マザーファンド 285 95.8％

現金等

期間収益率

設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月
-9.83％ -4.59％ 11.51％ -13.43％ -5.22％

－

収益分配金（税引前）推移

決算期 第1期 第2期 －
決算日 2018/3/5 2019/3/5 －

分配金 0円 0円 －

基準価額等の推移 資産構成（単位：百万円）

本ファンド
金額 比率

現金等 9 3.1％
※比率は、純資産総額に対する割合です。
※現金等には未収・未払項目などが含まれるため、
   マイナスとなる場合があります。
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※業種別構成比率は、純資産総額に対する割合です。 ※比率は純資産総額に対する割合です。
※記載の比率は、四捨五入の関係で100％にならない場合があります。

# #

※為替レートは、一般社団法人投資信託協会が発表する対顧客
※電信売買相場仲値を採用しています。

※後述の「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。

110.99円 ＋0.11％上昇

追加型投信／海外／株式

為替（米ドル／円）の推移

当月末 月間騰落率

運用資産の状況 （本ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行っているため、マザーファンドの運用状況を表示しています。）

業種別構成比率 組入上位10銘柄
銘柄名 比率

1 ファースト・アメリカン・フィナンシャル 1.14％

2

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

2019年3月29日基準（愛称：ＵＳ リバイブ）

イベリアバンク 1.14％

3 グローバル・ブラス＆コッパー 1.13％

フーリハン・ローキー 1.13％

4 MDCホールディングス 1.13％

5 ワーナー・エンタープライジズ 1.13％

※ 本ファンドの主要投資対象である米国中小型割安株・マザーファンドは、アリアンツ・グローバル・インベスターズU.S.LLCに運用を再委託しています。

8 MSCインダストリアル 1.13％

組入銘柄数 99銘柄

9 コアサイト・リアルティー 1.13％

10 ユナイテッド・コミュニティー・バンクス 1.13％

6 ブライトスフィア 1.13％

7
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※コメントに記載のある企業は、ファンドのコンセプトをご理解いただくためのものであり、個別企業の推奨をする目的ではありません。

※後述の「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。

　ポトラッチは、米国の6つの州で建材を製造し、2百万エーカー近くの森林地帯を所有、管理しています。同社は、製材価格への逆風にも関わらず
前年比40％増の純利益を発表しました。バランスシートが改善されており、セルサイド・アナリストは、債務の縮小や利払い費用の圧縮を行うという
経営陣による取り組みが奏功していることを評価しました。

　経営・技術コンサルティング会社のブーズ・アレン・ハミルトンは、堅調な2019年度第3四半期の決算と良好な見通しを2月に公表しました。純利
益が前年比76％増、調整後営業利益が前年比26％増となりました。同社は、ビジネス拡大に伴い人員を引き続き増加させており、また四半期
配当の引き上げを発表しました。

　顔料メーカーのオリオン・エンジニアード・カーボンズは、2018年度第4四半期の決算発表後、株価が下落しました。経営陣は、主に中国への輸
出減少を理由として、ゴム材料および自動車用塗料のカーボン・ブラック市場の低迷に言及しました。また、為替レートの影響や売上高の減少に伴
い、売上総利益は減少しました。

　マンモス・エナジーは、2018年は業績が好調であった一方で、第4四半期は弱い結果となり、投資家がこれを取り込んだ結果、株価が大きく変動
しました。第4四半期の売上げは市場の予想を下回る結果となりました。しかしながら、コモディティ価格のボラティリティが高まっているにも関わらず、
2018年第4四半期と比較して年初からの油田の生産状況が活発化していることから、経営陣は2019年第1四半期について堅調な見通しを示
しています。

　当月は4銘柄を購入し、5銘柄を全売却としました。

　ジェンテックスは、大手自動車会社向けに電気光学技術を活用した製品の設計、製造、販売を行っています。EPS（一株あたり利益）成長率
が前年比15％増となっており、堅調な収益成長を示しています。同社株の購入により、ポートフォリオ内でのセクターの分散化が進展しています。

　半導体メーカーのバースーム・マテリアルズは、2019年1月にマイクロエレクトロニクス素材・部品メーカーのインテグリスとの合併が調印され、さらに
製薬・化学品メーカーのメルクから買収提案を受けたことにより株価が上昇しました。同社株は約2年間保有してきましたが、バリュエーションが割高
となっていることから全売却としました。

追加型投信／海外／株式

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

2019年3月29日基準（愛称：ＵＳ リバイブ）

当月の市場動向及びファンドの運用状況

当月の市場動向

ファンドの運用状況

※下記のコメントは、本ファンドのマザーファンドにおいて実質的な運用を行っているアリアンツ・グローバル・インベスターズからのコメントです。

　年初から大幅に上昇した米国株式市場は、経済成長見通しに対する懸念から、3月に入り上昇ペースが鈍化しました。米国の経済データは強
弱入り混じる内容となり、また米国国債のイールド・カーブが逆イールドとなりました。この現象は、将来の経済成長に対する重要な兆候であると考え
られており、第二次世界大戦以降、景気後退の前触れとなってきました。

　3月の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、家計支出と設備投資の伸びの鈍化が指摘され、2019年中の利上げ見送りを示唆するなど、
政策の転換がみられました。また、米連邦準備制度理事会（FRB）は、バランスシートの縮小政策についても変更し、今年の9月には縮小を停
止することが発表されました。
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※後述の「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。

　米国株式市場は2018年第4四半期に下落した後、2019年第1四半期は大幅に反発しました。3月27日に米国国債の3カ月物利回りが
10年物利回りを上回った時、多くの投資家が米国の経済見通しに対して疑問を抱きました。歴史的にみると、米国国債の逆イールドは景気後退
の信頼できる先行指標の1つとなってきました。1980年以降では、逆イールドが発生してから景気後退まで1年超のラグが発生しています。逆イール
ド発生後、言い換えると景気後退前夜、株式市場は良好なパフォーマンスを示しています。S&P500種株価指数は、過去5回の逆イールドのうち
4回で、発生後に平均＋10％のリターンをあげています。また、現在のように、超低金利でイールド・カーブがフラットな環境下では、過去と比較して
逆イールドが持つ重要性が低下する可能性があります。

　このような状況において、米国議会は主要な政策を進める速度が遅く、米中貿易協議は行き詰っています。しかし、2020年の大統領選挙が視
界に入ってくることを考えると、米中貿易協議は今後数カ月で合意に至る可能性が高まると考えています。貿易協議が合意に達し貿易が活発に
なってくると、米中に限らず世界中の多くの国にとって経済的な利益となるでしょう。財政政策の効果が薄れ、企業の収益成長が鈍化する中で、景
気後退を懸念している市場参加者にとって、貿易面での緊張緩和が非常に歓迎されるイベントとなる可能性があります。

　米国の経済成長に対する短期的なリスクが国内外のどちらから発生するかに関わらず、当運用チームは、配当金支払いを実施する質の高い企
業を引き続き選好します。このような企業の株は、インカムによるボラティリティ低減効果があり、配当成長によってインフレに対する防衛になるなど、さ
まざまな特性を持っています。

　当運用チームは、アクティブ・マネージャーとして企業のファンダメンタルズ（基礎的諸条件）や将来の見通しを徹底的に調査、分析をしています。
長期的に大きな絶対リターンと低いボラティリティを達成する上で、このアプローチが非常に重要であると考えています。

※下記のコメントは、本ファンドのマザーファンドにおいて実質的な運用を行っているアリアンツ・グローバル・インベスターズからのコメントです。

今後の見通しと運用方針

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

2019年3月29日基準
追加型投信／海外／株式

（愛称：ＵＳ リバイブ）
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※比率は純資産総額に対する割合です。
※事業紹介は本ファンドのご理解を深めていただくために作成したものであり、個別銘柄への投資を推奨するものではありません。
※上表に記載の内容は基準日現在のものであり、将来予告なく変更する場合があります。

※後述の「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。

《ご参考》 －組入上位10銘柄の概要－

事業紹介
比率

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

2019年3月29日基準
追加型投信／海外／株式

（愛称：ＵＳ リバイブ）

5
ネブラスカ州に拠点を置く物流会社。米国のほか、カナダ 、メキシコで事業を展開している。

4
子会社を通じて一戸建て住宅の建設・販売を手掛けているほか、住宅ローンの融資サービスも提供している。

3 北米における特殊真鍮（ちゅう）や銅の販売業者および製造加工業者。ビルや住宅、軍需品、自動車、輸送、貨幣、電子機器、電気
部品、産業機械及び一般消費者向けを含むさまざまな用途に使用される。

グローバル・ブラス＆コッパー（GLOBAL BRASS & COPPER) 資本財 1.13％

MDCホールディングス（MDC HOLDINGS) 耐久消費財・アパレル 1.13％

ワーナー・エンタープライジズ（WERNER ENTERPRISES) 運輸 1.13％

8
ニューヨーク州に本社を置き、金属加工用器具や修理・メンテナンス用品などをカタログやパンフレット、ウェブサイトを通じて販売している。

7
カリフォルニア州に本社を置く、投資銀行。M＆A、企業の資金調達のアドバイザリー、戦略コンサルティングなどを手掛ける。

6
株式・債券のほか、木材や不動産へ投資を行う、世界中にオフィスを構える資産運用会社。

ブライトスフィア（BRIGHTSPHERE) 各種金融 1.13％

フーリハン・ローキー（HOULIHAN LOKEY) 各種金融 1.13％

MSCインダストリアル（MSC INDUSTRIAL) 資本財 1.13％

10
1950年創立のジョージア州に拠点を置く地方銀行。個人・法人向けに、銀行商品ならびにサービスを提供している。

9
ロサンゼルスやサンフランシスコなどにおいてデータ・センターの開発、所有、運営を行う不動産投資信託（REIT）。

コアサイト・リアルティー（CORESITE REALTY) 不動産 1.13％

ユナイテッド・コミュニティー・バンクス（UNITED COMMUNITY BANKS) 銀行 1.13％

ファースト・アメリカン・フィナンシャル（FIRST AMERICAN FINANCIAL)

業種銘柄名（英語名称）

イベリアバンク（IBERIABANK) 銀行
2 金融持株会社。ルイジアナ州に拠点を置き、子会社を通じて法人向け、個人向け、住宅ローン、プライベート・バンキングなどの銀行業務を

手掛ける。

1 カリフォルニア州に本拠地を置く金融・保険サービス持株会社。権原保険事業部門、特殊保険事業部門を通じ、さまざまな金融サービスを
提供している。

保険 1.14％

1.14％
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※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

ファンドの特色

追加型投信／海外／株式

この投資信託（以下「本ファンド」という場合があります。）は、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

ファンドの目的・特色

ファンドの目的

（愛称：ＵＳ リバイブ）
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※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

※ 資金動向、市況動向、投資対象国の政治や経済情勢の変動、当該諸国の法規制等の変更、その他の要因等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

追加型投信／海外／株式

ファンドの特色

（愛称：ＵＳ リバイブ）

アリアンツ・グローバル・インベスターズの米国運用子会社です。同社は、世界最大級の保険会社で
125年以上の歴史を持つアリアンツグループ傘下にあり、グローバルに資産運用業務を展開して
います。世界18カ国で事業展開、運用資産残高約68兆円（2018年6月末時点、1ユーロ
129.32円で換算）。
また、米国テキサス州ダラスを拠点とする運用チーム※は、アリアンツ・グローバル・インベスターズ
の中でもバリュー株運用のプラットフォームとして重要な役割を担っており、9名の運用プロフェッ
ショナル（平均経験年数13年）が運用しています。運用資産残高約1.5兆円（2018年9月末
時点、1米ドル113.59円で換算）。
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※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

（愛称：ＵＳ リバイブ）
追加型投信／海外／株式

委託会社では、ファンドのパフォーマンスの分析及び運用リスクの管理をリスク管理関連の各種委員会を設けて行っています。
なお、デリバティブ取引については、社内規則に基づいて投資方針に則った運用が行われているか日々モニタリングを行っています。

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

投資リスク

基準価額の変動要因

本ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて主に米国株式に投資を行います。株式等値動きのある証券を投資対象としているため、基準価額は
変動します。また、外貨建て資産には為替リスクもあります。したがって、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下
落により、損失を被り、投資元本を割込むことがあります。信託財産に生じた利益及び損失は、全て投資者に帰属します。また、投資信託は預貯
金と異なります。本ファンドの基準価額の主な変動要因は以下の通りです。なお、基準価額の変動要因は以下に限定されるものではありません。

主な変動要因

価格変動リスク

一般に、株式の価格は個々の企業の活動や業績、国内外の経済・政治情勢、市場環境・需給等を反映して変動しま
す。本ファンドはその影響により株式の価格が変動した場合、基準価額は影響を受け損失を被ることがあります。特に投
資する中小型株式等の価格変動は、株式市場全体の平均に比べて大きくなる傾向があり、基準価額にも大きな影響を
与える場合があります。

為替変動リスク
外貨建資産への投資については、為替変動による影響を受けます。本ファンドが保有する外貨建資産の価格が現地通
貨ベースで上昇する場合であっても、当該現地通貨が対円で下落（円高）する場合、円ベースでの評価額は下落する
ことがあります。為替の変動（円高）は、本ファンドの基準価額を下げる要因となります。

信用リスク

リスクの管理体制

投資した株式について、発行者の経営・財務状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化を含む信用状況等の悪
化は価格下落要因のひとつであり、これにより本ファンドの基準価額が影響を受け損失を被ることがあります。

流動性リスク

株式を売却あるいは取得しようとする際に、市場に十分な需要や供給がない場合や取引規制等により十分な流動性の
下での取引を行えない、または取引が不可能となるリスクのことを流動性リスクといい、本ファンドはそのリスクを伴います。例
えば、組み入れている株式の売却を十分な流動性の下で行えないときは、市場実勢から期待される価格で売却できない
可能性があります。この場合、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

その他の留意点

・ 本ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
・ 投資信託は預金や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
・ 銀行など登録金融機関でご購入いただく投資信託は投資者保護基金の支払対象ではありません。
・ 収益分配金の水準は、必ずしも計算期間における本ファンドの収益の水準を示すものではありません。
・ 収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。
・ 投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合があります。
・ 収益分配金の支払いは、信託財産から行われます。したがって純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。
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※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

購入・換金申込
受付不可日

ニューヨークの証券取引所またはニューヨークの商業銀行のいずれかの休業日の場合には、購入・換金の受付を行いません。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

お申込みメモ

購入単位 販売会社がそれぞれ定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額 （ファンドの基準価額は1万口当たりで表示しています。）

換金単位 販売会社がそれぞれ定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を差引いた価額となります。

換金代金 原則として、換金申込受付日から起算して5営業日目からお支払いいたします。

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

追加型投信／海外／株式
（愛称：ＵＳ リバイブ）

申込締切時間
原則として午後３時までに販売会社が受付けた分を当日のお申込みとします。
なお、受付時間を過ぎてからのお申込みは翌営業日の受付分として取扱います。
※受付時間は販売会社によって異なることもありますのでご注意ください。

換金制限 ファンドの資金管理を円滑に行うため、大口解約または換金の請求額が多額となる場合には制限を設ける場合があります。

購入・換金
申込受付の中止

及び取消し

金融商品取引所等における取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金（解
約）の申込の受付を中止すること及びすでに受付けた購入・換金（解約）の申込の受付を取消す場合があります。

○本資料は、ＳＢＩアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、
　 その正確性、完全性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。
○本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。
○投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本保証はありません。
○投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。
○お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様自身でご判断ください。

信託期間 無期限（設定日：2017年3月3日）

繰上償還

次の場合等には、信託期間を繰り上げて償還となる場合があります。
・ 受益権の口数が10億口を下回ることとなった場合
・ ファンドを償還させることが受益者のために有利であると認めるとき
・ やむを得ない事情が発生したとき

決算日 毎年3月5日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配 毎決算時に収益分配方針に基づき分配を行います。
※販売会社によっては、分配金の再投資コースを設けています。詳しくは販売会社までお問い合わせください。

課税関係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度及び未成年者少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
※税法が改正された場合には変更となる場合があります。

本資料のご留意点
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委託会社の報酬には、マザーファンドの運用指図に関する権限の一部の委託先への報酬（年0.69％）が含まれています。

投資者の皆様にご負担いただく手数料等の合計額については、ファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

追加型投信／海外／株式

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

（愛称：ＵＳ リバイブ）

ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料 購入申込金額に3.24％（税抜：3.0％）を上限として販売会社が定める手数料率を乗じて得た金額とします。
詳細は販売会社にお問い合わせください。

信託財産留保額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3％を乗じて得た額とします。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用

ファンドの日々の純資産総額に年1.9332％（税抜：年1.79％）を乗じて得た金額とします。運用管理費用（信託
報酬）の配分は下記の通りとします。なお、当該報酬は、毎計算期間の最初の6カ月終了日（休業日の場合は翌営
業日）及び毎計算期末または信託終了のときファンドから支払われます。

運用管理費用（信託報酬） 年1.9332％ （税抜：年1.79％）

内
　
　
　
訳

委託会社 年1.1772％ （税抜：年1.09％）
（信託報酬）

販売会社

販売会社 ※最終頁をご参照ください。　（受益権の募集・販売の取扱い、及びこれらに付随する業務を行います。）

年0.7128％ （税抜：年0.66％）

受託会社 年0.0432％ （税抜：年0.04％）

その他費用
及び手数料

ファンドの監査費用、有価証券売買時にかかる売買委託手数料、信託事務の処理等に要する諸費用、開示書類等の
作成費用等（有価証券届出書、目論見書、有価証券報告書、運用報告書等の作成・印刷費用等）が信託財産
から差引かれます。なお、これらの費用は、監査費用を除き、運用状況などにより変動するものであり、事前に料率、上限
額などを示すことができません。

委託会社、その他関係法人

委託会社 ＳＢＩアセットマネジメント株式会社　 （信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

　　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第311号　加入協会/一般社団法人投資信託協会 　一般社団法人日本投資顧問業協会

受託会社 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　 （ファンド財産の保管・管理等を行います。）

10



販売会社一覧

金融商品取引業者名 登録番号
加入協会

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物取引業

協会

一般社団法人
日本投資顧問業

協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

ＳＢＩ米国中小型割安株ファンド 月次レポート
販売用資料

追加型投信／海外／株式
（愛称：ＵＳ リバイブ）

○

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長
（金商）第20号 ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第44号 ○ ○

○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第165号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第195号 ○ ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第164号 ○ ○

■販売会社では、受益権の募集・販売の取扱い、及びこれらに付随する業務を行います。

ファンドのご購入の際は、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめ、または同時にお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
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